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注意したい悪徳商法や消費者トラブルについてお知らせします

9 広報きやま 令和 7年 8月号

高齢者サポートサービスの

　　　　　契約トラブルに注意

折込チラシを見て、高齢者の生活支援などをしてくれる事業者と契約をした。サービス内容は身元保証、生活支援、
葬送支援で、代金は約 190万円だった。勧誘時に「190万円以外にお金はいらない」と言われていたので、ここ
からサービス代金が支払われるという認識だった。ところが、サービスを利用するとその都度代金を請求される。
解約したいと言うと、半分しか返せないと言われた。（80歳代）

事
例▷

★家族や親族に代わって高齢者の身元保証、日常生活の支援、死後事務などを行う「高齢者等終身サポートサービス」
　は、事業者によって提供されるサービスの内容や料金体系などが様々です。契約をする前に、サービス内容や支
　払総額、解約条件等をよく確認しましょう。
★契約内容等がよく理解できなければその場で判断せず、周囲の人に相談するなどして、十分に検討しましょう。
　国の「高齢者等終身サポート事業者ガイドライン」のチェックリストなども参考にするとよいでしょう。
★自治体が高齢者を支援するサービスを実施している場合もあるため、まずはお住まいの地域のサービスについて
　調べてみましょう。
★困ったときはすぐに消費生活相談窓口等にご連絡ください。
　（佐賀県消費生活センター ☎ 0952-24-0999、消費者ホットライン ☎ 188）
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( 参考：独立行政法人国民生活センター見守り新鮮情報　第 511号より )
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住民課
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☎ 85-8171

自転車の交通ルールを守ろう！

　自転車は、道路交通法上は「軽車両」となっています。車両は歩道等と車道の区別のある道
路では、原則として車道の左側を通行しなければなりません。また、やむを得ず歩道を通行す
る場合は、徐行しなければなりません。歩道を走行する場合でも、歩行者が優先となります。
　ただし、押して歩くことにより歩行者とみなされますので、歩道を通行することができます。

普通自転車が歩道を通行できる場合

・歩道に「普通自転車歩道通行可」の標識があるとき
・13歳未満の子どもや 70歳以上の高齢者、身体の不自由な人が普通自転車を運転しているとき
・道路工事や連続した路上駐車などがあり、安全確保のためやむを得ないとき

　横断歩道は歩行者が横断するための場所ですので、横断中の歩行者の通行を妨げるおそれがある場合は、自転車に乗っ
たまま通行してはいけません。また、自転車横断帯がある場合は自転車横断帯を通行しなければなりません。

道路を通行する自転車は、信号機の表示する信号または警察官等の手信号等に従わなければなりません。
①　車道を走行中
　　・　歩行者用信号機（二灯式）に「歩行者・自転車専用」の標示がない場合
　　　　→対面する車両用信号機（三灯式）に従って通行します。
　　・　歩行者用信号機（二灯式）に「歩行者・自転車専用」の標示がある場合
　　　　→対面する歩行者用信号機（二灯式）に従って通行します。
②　歩道を走行中
　　対面する歩行者用信号機（二灯式）に従って通行します。

特に次のような運転は
止めましょう

・運転中のながらスマホ　・酒気帯び運転及び幇助
・夜間の無灯火運転

車の運転者・自転車の運転者・歩行
者それぞれがお互いのルールを知っ
て、交通マナーを心掛けましょう。


